
⑤福井県（人口759,777人）※令和５年１月１日現在

実際の選挙公報を用いた模擬選挙

■取組の概要

・県立高校の生徒に対して、第25回参議院議員通常選挙の選挙公報を用いた

グループワーク及び模擬選挙を実施。

・グループワークでは、選挙公報を読みながら各候補者の政策等の良い点を

討論。

■実施の経緯

＜取組を開始するに至った経緯＞

・令和元年７月21日執行の参議院議員通常選挙での臨時啓発について内容を検討している際に、県の明るい
選挙推進協議会の委員より、①出前授業は実際の選挙公報を用いるべき②制度論や方法論を扱うよりも候
補者の主張内容を比較して考えるべき等の意見があり、実際の選挙公報を用いて、生徒が候補者の主張内
容を比較して考えるような出前授業を実施するに至った。

■実施の体制

＜庁内の実施体制＞

・選管職員５名が講師の補助等を行った（主担当は専任書記）。

＜外部との連携体制＞

・福井県明るい選挙推進協議会の委員５名が講師を担った。

実施概要

実施年度 令和元年度、２年度

対象者 県立科学技術高校の生徒

参加者数 １校 150名程度（令和元年度、２年度）

事業規模（予算） 45,000円（令和元年度。講師謝金、講師旅費、講師飲み物代）

■取組の効果・成果

・実際に執行中の選挙を題材に模擬選挙をすることで生徒の興味関心が高まった。

・グループワークでは高校生ならではの意見があり、生徒一人一人が考えながら授業に参加している様子が
うかがえた。
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選挙管理委員会

【問い合わせ先】福井県選挙管理委員会 TEL：0776-20-0357 e-mail：senkan@pref.fukui.lg.jp

（調査時点：令和５年10月）

＜これから取組を始める団体へのメッセージ＞

参議院議員通常選挙は選挙期日がある程度決まっているため、業務の負担も考慮しな
がら計画的に役割を分担することで対応できました。
グループワークは生徒の自発的な参加が促せるので良い方法だと思います！

【明るい選挙の推進 福井県】
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/senkan/akarui/akarui-senkyo-index.html

★より詳しい情報はこちらへ

活
動
分
類

地方公共団体主体 若者議会・こども議会 座談会等

大学・若者グループ
等との交流

対
象

小学生等 中学生 高校生
大学生・短大生・

高専生
若者層

（10～20代）
特別支援学校生

【参考】
学校・民間団体
が主体の取組

出前授業・模擬選挙 模擬議会・議員との交流

他の機関(税務署)と連携



■取組のステップとポイント（令和元年度の例）
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②
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【４月】県高校教育課への協力依頼 【ポイント】

・中立性を担保するため、あらかじ
め教員や講師に議論の舵取りを依
頼した。

・通常の授業時間に実施したため、
終了時刻厳守を徹底できるよう、
タイムスケジュールを記載した進
行要領を作成し、教員や講師に配
布し、講師の進行がうまく行えて
いない場合は教員や選管職員が
フォローできる体制を事前に整え
た。

③
実
施
後

【ポイント】

・生徒が各候補者の政策を比較し考
えて模擬選挙が行えるように、選
挙制度に関する説明等を割愛し授
業の大半をグループワークの時間
とした。

・当初、グループワークの議題は各
候補者の良い点と悪い点を１つず
つ探すこととしていたが、議論が
白熱し中立性が保てないリスクが
あったため、「良い点を２つずつ
探す」ということに変更した。

・自然と話し合いになるように選挙
公報は各グループに１枚のみ配布
した。

・選挙啓発や技術論だけでなく、候補者の政見の違いや
各政党の政策の違いを比較するような出前授業を行い
たい旨を伝え協力を依頼。県高校教育課から各学校へ
実施希望校を募集。

＜当日の流れ＞※参院選の公示後（７月９日）に実施

１．グループワーク

各教室内でグループに分かれ、実際の選挙公報（参
議院選挙区選挙の公報）を読みながら各候補者の政策
等の良い点を討論。

２．模擬選挙

実物の投票記載台及び投票箱を使用し、模擬選挙。

・令和元年度においては、模擬選挙の結果は公表せずに終了し、公表しないことのフォ
ローアップとして実際の選挙の結果を確認するよう生徒に伝えた。

・令和２年度に実施した際は、参院選終了後であったため、模擬選挙の結果及び実際の選
挙結果を公表し、授業の総括を行った。

・令和３年度以降は、選挙事務日程との兼ね合いや、新型コロナ等の影響もあり取り組め
ていないが、引き続き実際の選挙を題材とした出前授業に取り組んでいくことを予定。

【６～７月】事前準備

・高校から選管へ出前授業の実施依頼。

・県明るい選挙推進協議会に対して講師の実施を依頼。

・教員へ進行要領の説明や授業補助の依頼。

・取材対応に係る手続や、模擬選挙用の名簿作成。

＜進行要領＞
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